
ご
あ
い
さ
つ

江
田
島
市
が
誕
生
し
て

12
年
経
ち
ま
す
。
何
か
お

か
し
い
、
何
か
足
り
な
い
、

そ
ん
な
閉
塞
感
を
打
破
し

ま
す
。

広
島
か
ら
も
、
呉
か
ら

も
『
江
田
島
市
と
一
緒
に

何
か
し
た
い
！
』
と
思
わ

せ
る
「
恵
み
多
き
島
、
え

た
じ
ま
」
を
実
現
し
ま
す
。

地
域
資
源
が
豊
富
で
広

島
湾
の
中
心
に
位
置
し
、

広
島
・
呉
に
近
い
地
の
利

を
生
か
し
た
『
島
づ
く
り
』

に
取
り
組
み
ま
す
。

今
年
で
３
回
目
の
議
会

報
告
会
が
7
月
に
４
会
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
部
は
６
月
定
例
会

の
概
要
、
３
常
任
委
員
会

（
総
務
・
文
教
厚
生
・
産

業
建
設
）
の
報
告
。

第
２
部
は
「
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
意
見
交
換
会
で
各
会

場
で
出
た
質
問
・
提
言
は

以
下
の
通
り
。
（
答
弁
は

省
略
）

【
江
田
島
地
区
】

・
市
外
居
住
職
員

・
災
害
復
旧
の
基
準

・
財
政
問
題
、
夕
張
市
に

な
ら
な
い
か

・
架
橋
構
想
な
ど

・
認
定
こ
ど
も
園
等
の
統

廃
合

・
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継

・
議
員
報
酬
と
定
数
を
議

会
で
検
討
し
た
か

・
上
水
道
の
海
底
送
水
管

の
寿
命
に
つ
い
て

・
下
水
道
整
備
に
つ
い
て

・
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

【
能
美
地
区
】

・
公
共
施
設
の
投
資
（
改

修
・
新
築
）
を
市
民
に

「
見
え
る
化
（
HP
等
で

公
表
）
」
で
き
な
い
か

・
行
財
政
改
革
、
財
政
計

画
、
定
員
適
正
化
計
画

に
つ
い
て

・
定
住
・
移
住
に
は
「
教

育
の
充
実
」
が
不
可
欠

・
教
育
の
質
を
高
め
て
は

ど
う
か
（
小
中
一
貫
教

育
、

ク
ラ
ブ
活
動
）

・
「
地
域
の
ち
か
ら
」
を

高
め
る
た
め
に
は
財
政

的
支
援
（
補
助
金
）
だ

け
で
な
く
、
人
的
支
援

を
（
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
、
自
治
会
、
女
性
会

な
ど
）

・
職
員
の
や
る
気
が
見
え

れ
ば
自
治
会
も
協
力
す

る・
退
職
教
員
の
力
を
活
用

し
て
小
・
中
学
校
の
学

力
向
上
を
（
子
育
て
世

代
の
移
住
に
繋
が
る
）

【
沖
美
地
区
】

・
思
い
切
っ
た
イ
ノ
シ
シ

対
策
を

・
老
々
介
護
な
ど
、
福
祉

問
題
を
ど
う
考
え
る
か

・
沖
地
区
は
子
ど
も
が
増

え
、
低
学
年
の
遊
び
場

（
公
園
）
が
無
く
て
困
っ

て
い
る

・
議
会
報
告
会
の
参
加
者

が
少
な
い
。
議
会
モ
ニ

タ
ー
制
度
導
入
は

・
地
震
等
災
害
が
発
生
し

た
場
合
の
デ
ー
タ
・
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
は

・
政
務
活
動
費
は
適
正
か

・
小
中
学
校
の
耐
震
化
を

早
急
に

【
大
柿
地
区
】

・
地
震
の
津
波
対
策
は

・
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
つ
い
て
も
う
少
し
踏

み
込
ん
で
ほ
し
い

・
議
会
基
本
条
例
で
議
会

は
ど
う
変
わ
っ
た
か

・
合
併
協
議
会
議
事
録
を

読
ん
だ
こ
と
は

・
義
務
教
育
（
小
中
学
校
）

を
ど
う
考
え
て
い
る
か

・
職
員
の
市
外
居
住
（
特

に
広
島
市
）
に
つ
い
て

・
江
田
島
市
立
大
柿
高
校

の
検
討
お
よ
び
島
外
進

学
し
た
生
徒
の
進
路
調

査
を
す
べ
き

・
津
久
茂
・
広
島
架
橋
構

想
に
つ
い
て

・
オ
リ
ー
ブ
等
を
植
林

し
、
治
山
事
業
で
栄
養

た
っ
ぷ
り
の
水
が
海
に

流
れ
て
水
産
業
も
潤
う

仕
組
づ
く
り

・
空
家
対
策
も
大
切
だ
が
、

空
地
対
策
を
何
と
か
し

て
ほ
し
い
（
危
険
家
屋

を
取
り
壊
し
た
ら
空
地

に
な
り
、
放
っ
て
お
く

と

草
ボ
ウ
ボ
ウ
で
衛
生

上
よ
く
な
い
）
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平
成
16
年
11
月
に
江
能

４
町
が
合
併
し
て
早
く
も

12
年
が
経
ち
ま
す
。

４
期
11
年
の
議
員
活
動

を
通
し
て
、
地
域
に
出
向

き
、
ま
た
、
幅
広
い
世
代

の
市
民
や
各
種
団
体
と
意

見
交
換
し
、
行
政
に
対
し

て
提
言
し
、
一
定
の
成
果

は
上
が
り
ま
し
た
。
（
左

ペ
ー
ジ
）

ま
た
、
議
会
改
革
に
も

積
極
的
に
取
り
組
み
、
平

成
25
年
に
は
、
副
議
長
お

よ
び
議
会
改
革
特
別
委
員

長
と
し
て
上
田
議
長
（
当

時
）
を
補
佐
し
、
「
議
会

基
本
条
例
」
を
取
り
ま
と

め
、
改
選
後
の
平
成
26
年

度
か
ら
「
議
会
報
告
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
議
会
報
告
会
で

も
、
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
が
進
む
な
か
、
こ
の

12
年
間
の
閉
塞
し
た
雰
囲

気
を
打
破
し
て
ほ
し
い
と

い
う
声
も
あ
り
、
ま
た
、

地
域
・
世
代
・
業
種
を
問

わ
ず
幅
広
い
層
の
市
民
と

の
対
話
の
な
か
で
も
同
様

の
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

平
成
26
年
に
広
島
市
と

締
結
し
た
【
交
流
海
生
協

定
】
及
び
国
に
よ
る
地
方

創
生
の
機
運
と
【
江
田
島

市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び

総
合
戦
略
】
、
今
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
広
島
市

を
中
心
と
し
た

山
口
県
の
市
町

を
含
む
24
市
町

で

構

成

す

る

【
広
島
広
域
都

市
圏
発
展
ビ
ジ
ョ

ン
（
連
携
中
枢

都
市
圏
の
取
組
）
】
、

ま
た
、
今
年
４

月
に
中
核
市
と

な
っ
た
呉
市
が

江
田
島
市
を
含

む
10
市
町
と
新

た
に
「
連
携
中

枢
都
市
圏
」
形
成
に
向
け

協
議
に
入
り
ま
す
。

こ
れ
は
広
島
湾
の
中
心

に
位
置
す
る
、
地
域
資
源

が
豊
富
な
江
田
島
市
に
と
っ

て
願
っ
て
も
な
い
追
い
風

で
あ
り
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
逃
す
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。

相
撲
に
例
え
る
な
ら
、

「
徳
俵
」
に
追
い
込
ま
れ

な
が
ら
も
「
消
滅
可
能
性

都
市
」
と
い
う
忍
び
寄
る

「
大
き
な
荒
波
」
に
「
う
っ

ち
ゃ
り
」
を
入
れ
る
「
最

後
の
チ
ャ
ン
ス
」
で
す
。

(1)
「
透
明
性
」

こ
れ
ま
で
の
江
田
島
市

は
議
会
や
市
民
に
対
し
て

十
分
な
「
情
報
公
開
」
を

し
て
こ
な
か
っ
た
。

例
を
挙
げ
る
と
、
秋
月

ご
み
処
理
場
不
法
状
態
の

適
正
化
事
業
、
「
能
美
海

上
ロ
ッ
ジ
・
シ
ー
サ
イ
ド

温
泉
の
う
み
・
サ
ン
ビ
ー

チ
お
き
み
」
指
定
管
理
者

制
度
の
移
行
経
緯
な
ど
議

会
と
し
て
も
解
明
で
き
な

か
っ
た
問
題
が
あ
り
ま
す
。

行
政
が
説
明
責
任
を
果
た

さ
ず
、
市
民
と
の
信
頼
関

係
が
築
け
な
い
ま
ま
時
間

が
過
ぎ
て
き
た
こ
の
12
年
。

持
続
可
能
な
江
田
島
市

で
あ
る
た
め
に
昨
年
度
策

定
さ
れ
た
第
３
次
行
財
政

改
革
の
着
実
な
推
進
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
『
行
政
評

価
』
の
手
法
と
し
て
の

「
事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト
」

が
あ
り
、
第
三
者
に
よ
る

外
部
評
価
シ
ス
テ
ム
を
取

り
入
れ
る
こ
と
で
健
全
な

『
自
治
体
経
営
』
の
指
標

に
な
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
制
度

改
正
に
よ
る
福
祉
問
題
、

能
美
海
上
ロ
ッ
ジ
老
朽
化

問
題
な
ど
専
門
性
の
高
い

喫
緊
の
課
題
に
つ
い
て
は

「
任
期
付
職
員
制
度
」
を

活
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
に
よ
る
早
期
対
応

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

(2)
「
対
話
」

江
田
島
市
は
31
自
治
会

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の

文
化
と
歴
史
が
あ
る
。

全
体
最
適
の
「
ま
ち
づ

く
り
」
も
必
要
だ
が
、
個

別
の
地
域
性
を
生
か
す

「
ま
ち
づ
く
り
」
も
大
切

で
す
。

ト
ッ
プ
自
ら
地
域
に
出

向
き
、
定
期
的
に
ミ
ニ
集

会
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

地
域
に
と
っ
て
本
当
に
必

要
な
こ
と
を
把
握
し
「
ま

ち
づ
く
り
」
に
生
か
す
こ

と
が
大
切
で
す
。

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
原
点
は
「
地
域
の
困
り

ご
と
」
を
行
政
が
一
緒
に

悩
ん
で
、
考
え
て
、
解
決

す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

そ
の
大
前
提
と
し
て

「
情
報
公
開
」
を
き
っ
ち

り
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
(1)
に
あ
る
「
透
明
性
」

の
確
保
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

「
行
政
と
市
民
」
の
「
信

頼
関
係
」
を
再
び
築
き
上

げ
、
持
続
可
能
な
江
田
島

市
に
向
け
て
「
舵
」
を
取

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

【教育】
○子ども議会 （市内小中学生対象）
H21年3月定例会で提言 ⇒ H22・H23年2月に実施

H27年12月定例会で子ども議会の再開と少年議会を提
案

○大柿高校への支援拡充
H27年6月定例会で提案（公営塾など）

⇒ H28年6月から公営塾「おおがき暁塾」スタート

【行財政改革】
○一般職の任期付職員の採用等に関する条例（H23年9月定例会で条例化）

【議会改革・情報公開】
○議会基本条例（H26年4月1日施行）

副議長及び議会改革特別委員長として議会

基本条例に取り組む ⇒ 実現

○議会報告会
H25年 5月 議会改革特別委員会報告会

H26年11月 第1回報告会開催

H27年 7月 第2回報告会開催

H28年 7月 第3回報告会開催 （写真：沖美会場）

【交通網の充実】
○深江バス路線の延長（H21年4月1日から「深江～須野本」新設）

○市営船の公設民営化（H27年10月から指定管理者制度（瀬戸内シーライン）導入）

H18年12月定例会から民間委託を提言し、約8年9ヶ月後に実現

指定管理者選定委員会の外部委員任命及び結果公表を提言 ⇒ 実現

【市民生活・まちづくり】
○地域おこし協力隊（H26年12月定例会で提言）⇒ 実現（H28年度、4名着任）

○まちづくり出前講座
H21年12月定例会で提案（消防の出前講座はあった）⇒ H24年4月からスタート

○「資源ごみ（空き缶など）」持ち去り禁止 （H25年9月で条例改正提言、12月実現）

家庭から排出された【ごみステーション】の資源ごみは、「所有権は市に帰属」し、民間事業
者が無断で持ち帰ることを禁止。

○広島クラブ 運営委員
広島県市町議会議員及び県議の政策研究会

○広域連携ｸﾞﾛｰｶﾙﾘﾝｸ広島西・山口東
広島広域都市圏発展ビジョンの勉強会

○くれ創生塾 理事 （若手経営者との勉強会）
○NPO法人ひろしま創発塾 理事

行政マン・民間人・議員が地方自治を学ぶ

←【模擬議会inえたじま】（左写真)
(平成24年2月開催）

○全国若手市議会議員の会 など

これまでの提言で実現した主なこと

他地域との連携 ～ ネットワークづくり

江
田
島
市
に
な
っ
て
12
年

「透明性」と「対話」
のまちづくり


